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量子ドットは、ナノサイズの粒径により生じる離散的な準位間の遷移に起因して、高色純度の

発光が得られる半導体微粒子であり、広色域ディスプレイへの応用が期待されている。Ag-In-Sな

どの多元素系半導体は、Cd などの毒性元素を含まない量子ドット材料として注目されている。

Ag-In-S 系量子ドットは、表面の格子欠陥を介したブロードな発光が出やすい傾向があるものの、

表面を GaSxシェルで覆うことで狭スペクトルな発光を示す。[1] さらに、Inの一部を Gaに置き換

えることで発光波長を制御でき、鮮やかな緑色発光が得られることが示された。[2] 我々はこれま

でに、Ag-In-S系量子ドットを用いた EL素子を作製し、発光層に電子輸送材料を混合することが

EL特性向上に有効であることを見出している。[3] しかし、緑色の Ag-In-Ga-S/GaSx量子ドットに

対しては、効果が不十分であり、特に色純度改善に向けた検討が必要である。[4]  

EL 特性を向上させるためには、量子ドット発光層の発光特性向上が必要である。本報告では、

Ag-In-Ga-S/GaSx量子ドット発光層に添加物を加えて、EL色純度を改善した点について示す。 

合成した Ag-In-Ga-S/GaSx量子ドットのクロロホルム分散液[5] は、バンド端発光を主成分とする

緑色 PL発光（ピーク波長 527 nm、半値幅 40 nm、PL量子収率 46%）を示した。しかし、この量

子ドットを薄膜化すると、ピーク波長のシフト、PL量子収率の低下および色純度の低下が確認さ

れた（ピーク波長 537 nm、半値幅 41 nm、PL量子収率 17%）。そこで、薄膜状態での発光特性を

改善するために、量子ドット分散液に電子輸送材料としてトリス（2,4,6-トリメチル-3-（ピリジン

-3-イル）フェニル）ボラン（3TPYMB）を混合し、さらに Ga 化合物としてトリスジエチルジチ

オカルバミン酸ガリウム（Ga(DDTC)3）および塩化ガリウムを添加した溶液をスピンコートして

発光層を形成した。Ga化合物を含んだことで、発光層の PL量子収率は 35%に向上した。図に Ga

化合物の有無による ELスペクトルの比較を示す。Ga化合物

を発光層に混合し、EL素子を作製したところ、ブロードな長

波長成分が抑制され、薄膜の PLと同等の色純度を示した。 
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